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霧　の　大　手　レ　ッ　ト

あ　る~高　山　蝶　の　思　い　出･

田　　淵

或年の8月末,私は当時高校生の長男穂商を伴い

商品にテントを運び上げ,一週前程あたりの撮影に

悪念したことがあった｡そこは,瞼経をもって鳴る

槍･積商の縦走麓が,いよいよその本領を発揮して

犬キレットをのぞきこむように壮絶な断墨をそぎ落

しているその突端である｡地形はこの上もなく不安

定で,無論水は得られず,その上風当りは滅法強い

といった凡そキャンプサイトとしての必須条件の何

一つ備わらない,いわま完全に失格の場所なのだが

そこに,そうした描管理の公式を熊祝させて余りあ

るとりえが一つだけ見出されたのである｡それは'

そこからの眺めで,とりわけ大キレットを隔てゝ見

る北稜南の姿であごた｡朝は太陽が光の第-矢を放

っその瞬間から,宛最後の細密を収めるそのまき
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わまで,この岩の巨人に加えられる照明の変化は'私に

はこの上なく案晒しいものであった｡それ客気まゝに狙

える撮影上の援越陸に比べる時,テント生活の多少の不

便などものの数ではなかった｡

とはいうものの,標高1万尺のそうした稜線の先端に

は,例え小さなテントでもすぐさま扱げる余地のあろう

筈はなかった｡あちこちと思案金環の末,ようやく馬醤

状の山稜が少し:粟に向きを変えていく辺りのハイマツの

下絵に当る所か心持ち傾斜をゆるめ,やがて再び日の屈

かぬ奈落へ落ちこんでいるのを見出し,そのほんの僅か

な巾の草付とハイマツの根に支えられた砂諜地を時と定

めた｡障ちに,ピッケルを唯一の得物に整地にとりかか

ったが,これが思いの外難工現であった｡そのうち,中

庸の雪渓への水汲みから灰った息子と幾度か交代をくり

返して,夕霧の立ちこめる頃,どうにか2人が身を横た

えられる平地を作り上げテントを張った｡

そうした幾日目かの戎好天の鞠,私共は北穂を志して

大キレットを下った｡然し,いよいよ北穂の登りにきし

かゝろうとする頃から,俄かに天候が変って霧に包まれ

てしまった｡飛騨側から刺しよせる息のつまりそうな澱

い霧は,あとからあとからと続いて,名にし負う飛騨泣

きの難所の岩蜂が私共の行手に醍絵のように浮かんでは

消えたo

どうどうと鳴るのは細り谷から突き上げる風力ttIl角に

裂かれ,岩壁を伝う音であろうか｡推々と耳を打つのは

ハイマツの梢の風にさからう音であろうか｡岩陰に戦く

イワキキヨウのつぶやきであろうか｡前後を霧にとりま

かれて視界を失った私共は,岩肌に浮力､ぶ白い目刺しを

高畠よ　り　朝の北穂高を望む

必死に探し求めて黙々と足を選んで行ったo

これは,そうした霧の大字レットの底での出来事であ

った｡その時,私はふと掴んだ岩角に体重を托して身を

引上げた｡そこには小規操のテラス状の棚になって'ル

ートはその上の方で小さな突起を乗り越しているのであ

る｡ほんの一握り程の土壌が教本の小さなハイマツを育

て,ヒメスゲやイワキキョウの撃むらを乗せていた｡私

が身を引上げだとたん,必然的にそのテラスの縁に顎を

のせるような形になり,視線はいやでもまともにそこの

ハイマツの棋力へ注がれた｡と,その時私はある異状な

感じを受けた｡それは,長年自然を眺めているうち,知

らず知らず身につけた一種の感受性で,第六感とも'又

第二の本能とでもいえるものかも知れない｡私がこれま

でいろいろな野性動物の存在を確認する壇前にいつでも

感覚する予感と現実のいり変った感じである｡

そうした体験から,私は素晴しい野性動物の見出される

所には,明確にある種の雰囲気と,快よい落潜者と調和

の保たれていることを確めている｡この時も無論その例

外で沫なかった｡この輩は,野性の側からいうと'その

身につけた本能のカでいともたやすくその場を選び定め

るのであろうが,人間の鈍い感覚ではそれを見破ること

はかなりの体験を要するようであるo

それはとにかく,この時も私はそうした予感を感じて

一瞬ハツとした｡その時には眼前一尺と擬れない所に異

様なものを認めていた｡次の瞬間,それがまきれもない

商用蝶のタカネヒカケであることを知った｡それは思い

もかけぬ出来事で3)り,夢にも予期せ91出会いであった
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というのは,時季からしても場所柄から考えでも'私の

この蝶に関するそれまでのデータと余りにかけ離れてい

たからである｡普通ではこの蝶はすでに姿を消している

筈であるし,桜家としてほおゝらかな尾根だけを考えて

いたからである｡私は自分がその時キレットの底に霧に

とりまかれて寸時の透巡も託されぬ切迫した事態にある

のも忘れて,眼前の小さな南山の動物の体が一面露の玉

でおゝわれでいる姿に見入った｡この蝶は,高山蝶の中

でもとりかナ高地に棲む謹だけに毛深いのである｡その

身を南新の寒気から守る筈の絨毛に今は一面真珠のよう

な露の玉を飾りつけているのであったo

重く湿った山の露は,この蝶ばかりか'そのテラスに

根を張ったハイマツの薬にも,岩壁を彩る地衣にも'一

様に露の玉を光らしている｡そればかりではない'私の

ヤッケからもいつの時にか雫がたれていた｡飛騨側から

押し上げてくる風に伴われた露は,澱淡の続をつくって

この戦跡こ殺到し,異様な叫びをあげて乗越していくo

その度にハイマツの露が飛び散り,真珠を飾った勉がお

ののき揺れる｡私法その風階につまされて,風をさえぎ

るように手を近づけたが,身動きさえしない｡

ふと不安を覚えて指を軽く放れてみたが,それでも動こ

うとしない｡しかし,私はその固く澄男を保っているこ

とで却って生きていることを確認した｡もともと身の軽

い蝶ではあるが,この冷気の中で,しとど露にまみれて

は動くことばできまい｡それにしても,その霧の中の高

山蝶の姿は,なんと悲壮で絢爛たる美しきであったううo

私が,傍で息子が幾度もいぶかった程に見入っていた

のは,心の中でどうしたものかと決しかねていたからで

ある｡このまゝ,立ち去るのは晴に於いて真にしのびな

いものがあった｡というのは,このおそい季節の冷たい

霧の山稜におきざりにすることは見殺しと同じように思

われたからである｡こうした琵曙のさ中に私は更に一つ

重大な発見をしてしまったo

ハイマツとetカネヒカケ(常念繁盛にて)

それは,後勉に包まれたあたりのふくらみから'それが

間違いなく雌の蝶だということである｡両も'豊かに卵

を抱いた見蒋な雌のように思われたのでる｡この新しい

発見で,喧ちに私の心は決った｡さて'連れていくにし

てもどうしたものかと,また戸惑ったが'胸のポケット

にキャラメルを残していることに気付き,その小箱にお

さめることにした○

その山行の帰りは,蝶ケ副こまわる予定であったので

そこのおおらかな竃根に放つことを思い浮べたからであ

る｡

一体生態をしら/こている者にとって,雌の個体はひと

しお賞重な存柾になっている｡というのは'建築保存に

繋がる必然怪が一段と大きいからである｡この一一･点から

ら,瞼しい痩尾根に残しておくより,喰々とした稜線に

移してやるのか,その使命を助成する道と考えられたし

便りに,それが電解の雌であれば無論のこと'よし･未

婚のものであったとしても,時期外れとはいえ･配偶を

得る豊は必ずしも絶無ではないと思われもした○

こうして,私がわくりなくも大キレットの霧の中で拾

った南山の孤児は,お菓子の空箱に入り,ザックのポケ

ットにおさまって,う腺に登り,再びキレットを越え･

高畠のテントに-硬を明かした翌日,天狗原を槍沢へ下

って徳沢から犬種小屋へ運ばれた｡その間.私は休憩を

とる宴にその小さな容れ物をおそるおそるとりだしては

中味の安否を点検し,新鮮な空気と光にふれさせたoそ

して,その翌日,無尊目的地蝶ケ岳へ伴うことができた

一面のハイマツの間を,茂りの椎が飾っている初秋のお

おらかな山稜の一角,丁要大キレットを真正面に望む地

点にその大切な荷を下すと,私はすく様同類のタカネと

カケを求めてあたりを歩き廻った｡仲間の間に放ってや

りたかったからである｡ところが,何時もならたやすく

見付かるはすのもの力増日姿を見せぬ｡秘まはたと当惑

したが,今更どうにもならぬ｡悔痕に似た思いでその小

箱を取りあげ,蓋をあげた｡にわかの明るさと'爽やか

な空気にさらされ,一瞬戸惑を見せだが,キレット生れ

の孤蝶は三日を過した狭い楼家の縁にはい上り･一二痩

身をTr_て喧しだ後どうにか自力で飛び:).I:っていった｡私

は,重術から解放された安堵の気持ちと'大きな心の支

ぇを一つとりはづされたうら淋しい思いでその行方を見

送った｡その後,ふと手元に残った空箱に目を落とした

脂,私は思わず解きの声をあげた｡なんと･その剛胆

びっしり卵が生みつけられていたではないか｡私はそれ

までに何度も鮪の中をながめていたが･ついぞ卿ま見え

なかった｡蘭職の姿にだけ心を奪われて気付かなかっ

たのかもしれぬし,照の鮎こかくれて兄いだせなかった

Dかもしれぬ｡この残されTrS鵬はその鋤く私に残して
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いった形見のように思われてならなかったので,その小

箱を大率に家へ運んた｡然し,遂に,日脚こまこうその

美しい小球体は佃んの変化も見せなかった｡案の定,孤

狐の処女たったのであるo

それにしても,あの霧の天キレソトの孤蜘よ,螺ケ虞に

配偶を得て,私の願い通りに日出匿く子孫を残し縛たで

あろうか｡もしそうであったとすれば,私は,この轍の生

≡.I.I:.I.:.I,･ふ."聖…､忠…聖…一馬

6月18日　(描)

例年通り今日より冷小屋えの諦上げがはじまる｡大町

高校山岳部,楼蘭短大山岳観,山の会,美麻強力その他

山に親しみのある対人等が,朝6時30分,私宅に集合｡

同行者30名,出発前,一夏事故もなく蕪辞であります様

にと一杯の御祝辞を辞林｡家には女はかりが残るため父

は近所によろしくお願いすると云って,ikき廻る｡

日通の2台の車で7時出発,雌鳥に向う｡途中岩勘舟

ゆる小熊原を経て蘭島部落に至る｡弱ま一時停車'夏冬

登山者が立ち寄りその素朴さが愛されている橘,狩野結

審衛宅に立ち寄る｡酒の好きな父のために纏が出され御

蝉走になる｡道は大輪沢に沿って山深く入って行く〇六

谷原に到達するといよいよ特上げがはじまる｡適当に自

分の体力に応じて荷を選択する｡高校生で5 -6貿匁,

強力で8-12貫匁を背負子にがっちりとりつけ,山の霊

気に身を引きしめ大冷沢の河原をスタートする｡四股で

中食をとり大休止｡いよいよ本格的な登りになる'覚悟

していたとはいえ重荷がこたえる｡南チ憩平に達すると

待望の離島槍が北股谷をへだてて肩にかぶさる位近く全

容を現わす,巨大なダケカバこ囲まれた細道を登ること

約1時間｡爺力塙の栗田に画した斜面を韻切って稜報に

でると鋤,孤｣の絶大な姿が帥ことび込む,この眺めに

護れしもが,辞の重さも忘れしばし茫然と見とれる｡

ここから冷中堅へはほんの一段建,駒かなオオンラピ

ソの称を抜けて小屋に霜く｡午後3時,伯母もおとろく

ことは冬春山登山者が多いためか不潔になっている,そ

の上屋根はアイゼン,ピッケルで穴があき窓は破られて

いる,薪も充分使えるように琵いてあるのに昧枚,板鵬

を引きはかしである｡これにはいささか腹が立った｡

牛後4時2人の中盤番を残して剛｣のため冷中産を後

にする｡途中の雲霞でクリ七一上を楽しむ｡大谷原まで

用事間30分,迎えに来た重で柄とする｡

6月20日　(描)

14名で椅上げ｡椅上げも3日L世lになるとだいぶこた

えて来る｡ピッチが遅いのはともかく,少行時間と休恕

時間が同率で疲労が一気に現われだ盛がある.

今日は何時もより帰りの時間が遅い｡一冊年爺力砧こ

墜落したシエソト撥の残富をさがし集めたためで,それ

に話の花を咲かせながら････････････

6月2旧　(小雨)

態上不可能と目されている｡欄隔てる両山脈の同族を交

流させた事になる｡もし又,そうでなかったとしたら,臥

の生半可な仕業が,心ならずも異境に骸をさらさせた事

になる｡何れにせよ,その後暫くは,この二つのバプロビ

リデイが私の心の中で曽孫を演じて落付かなかった｡今

でも折にふれ,露にまみれた超をキレットの底でふるわ

していたあのタカネヒカケの姿が思いだされるのである
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今日は荷上げをやめ四股に橋をかけに行くことにした

が,晴れ間が出て来たので橋をかげながら登ってしまえ

と云う愚見で決行する｡今日で葡上げは全部終了,午后

5時小屋窟例年のように山の青函こ御柵鷹を上げ'アマナ

のカレーライスを頂敬する｡

6月22日　(晴後ガス)

冷小屋まで水を揚げるため今日はエンジン･ポンプ一

式が分解され扇沢より上って来た｡

6月23日　(晴後曇)

治より種池小屋行の荷物運搬, 1日2往復'種池小屋

に来ると博物館の人達が雷鳥の講壇をしていた,お茶を

のみながら6人の調査員と話しをし,私は私なりに雷鳥

の知識を多少身につけ,今后小屋番をしているにつけて

もお客様への話のタネができた｡その日1日申諾鳥の話

がはずみあわでて夕方もとる｡小屋修理のため大工が2

人登るo

6月24日　C雨)

一瓢ま種池小量に荷物運搬｡大雪のため削､屋が頗ぎ

土台を入れかえる｡売店等を改修する｡雨の中を明治大

慶晴天の山岳部が冷を通過する｡

.6月27日　(雨)

25日から大雨で今日で3日目,退屈してしまう｡小屋

番だけ残り嬢力は下山｡

6月28日　(臍)

久しぶりに鯛,立il聞全容を現わす｡大工下山･小屋

番6人で整理,フ号,ゴザなど外に出して1日大掃除

に悪念｡

6月29日　(雨)

また雨,長野県帥こ発令された豪雨注意報を聞きなが

ら,下の四股の橋が流れはしまいかと心配する0

6月30日　(雨)

雨がはげしく降る,小屋の受入態制もととのい･あと

は雨の上るのを待つのみ,しかしこう雨が続いたのでば

ユワッになる0

7月1日　(南)

山開きなれとも,悪天候のため客なし'皆ガツカリし

てハー｢ツペグ｣を開業,メ二部よビール･ワイスキ~

ジュースだけ,それでも皆大満悦,山の紬二街細管を上

げて一日中本夏の無事を祈っていた○

(鹿島槍冷小屋)

●~

後置`

●~
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白　馬　岳　日
一山　小　屋　の　生　活-

×月×白

板のすき間から日がさし込んでいる｡目をこすりなが

ら急いで薩に出て見る｡久しぶりに姿を現わした白馬連

馨が目の前にある〇

七時半,昨夜泊った馬尻小屋に別れをつげ山頂に向う

今年はじめて小屋番をするこの触こ一抹の不安が頭をか

すめる｡卒業したばかりのこの俺に雲上の永い生活かつ

とまるだろうか,しかし俺はどんなに苦しくても山はお

りないぞ･････-｡五分程度歩いたら大雪渓を見る･冷た

い風が肌にしみる｡俺の前500n位の所をポッカが一人

行くだけ,他に誰も見えない｡歩きはじめのためか足が

重い｡汗が目に入る,が冷風に救われるo ｢カモシカ･/

｣と云う声が前を行く*･･,力から聞えて来た･三号雪渓

を措きしている, ｢カモシカだ｣と思わす叫んだ〇日茶

色をしたカモシ,カがこっちを見ている'今迄何度も登っ

たけれどもカモシカを見たのははじめて'うれしかった

まだこっちを見ている,しばらくは息をひそめてその姿

に見とれていた,ど,急にその姿は岩陰にかくれてしま

った｡何か胸の中がスッとしたような気がした｡足とり

も軽く山頂に向う｡高山植物もその可憐な花を聞かせつ

つめるo空気がうまいo

X月×日

今日も又雨, 1回こ来て一週間になる'登って来た日の

様な眺望は全然見ることができない｡ただ雨の音と乳色

にぬりつぶしな襲いガス｡トタン屋根に吹きつける風の

音だけ,気が沈む,しかし小屋の中の空気は割と明るい
一議に拗らいている人は皆何年も山小屋生活を経験した

山男達はかりだ｡明るい冗談でウットウシさを吹きとは

すo今日は樺で小屋の修理･台所の天井のベニヤ板をは

り替える｡見違える位明るくなった,本職とて顔まけす

る位のにわか大工ぶりた｡

今この頂上ホテルに働らいているのは主任以下16人･

皆親しみ易い人達だ,初めの二,三日は言葉が勘､ので

少々億した,しかし日がたつにつれ親しみ深さ･心の良

さにふれ, I軌､霞ならではの味である｡ i耳こ来ると皆生

身の人間にもとるのか,むき出しの人間に接することが

できる｡下界の様々なことは雲にさえ切られてここまで

とどかないのかも知れない｡

×月×日

久しぶりの好天を見る,今日は封抽出'お客さんが15

00人も登山中とのこと, ｢今日は忙しいそ｣午後1時,

小屋の前に出て見ると小雪渓からお柁畑とずつと人の行

列が続いている｡大体600人のお客を予想して仕事にと

りかかる,あわただしい空気が小屋にみなぎるo午後3

請

時半,A

スビを握

りはじめ

る1200個

のムスピ

がどんど

ん作り上

げられて

行く｡

午后6

時夕食を

出しはじ

める, 86

大入の食

堂に次か

ら次へと

食器が運

ばれるそ

して次か

ら次へと

長　沢 動

人が吸い　　　　　村営小屋より白馬岳頂上

込まれ,又出て行く｡忙しい,ただ忙しい楽屋裏は戦争

状態｡ 8時,ようやく夕食が終り,ホットする･そして

こんとは小屋番の夕食,休む間もなく続いてムスビ作り

主任さんもまじって大奮斗｡ 10時半,明日の用惑勧まじ

める｡明日は早番で3時に起床しなけれならないo急は

いで仕事をすませ,布団にもぐり込む, 11時をだいぶ過

ぎている｡明日時間とおりに起きれるかどうか心､配だo

X月×日

時計を見る, 2時45分,急いで身仕度をして･手さく

りで台所に行く｡ 3時早番の人が起きて来る･おのおの

の仕事にとりかかる｡ねむい目をこすりこすり外の冷た

い空気でさます, 4時半,競走のお客はもう食郵こ来る

あたりが明るさを増して来る｡ 5時半,食堂に次から次

と登山者が出入りして活気を呈して来る｡昨硬と同じよ

うなあわただしさが台所に,いや小屋全体にみなぎる0

7時,そろそろ朝食も終る頃だ,ホットして一服つける

今日も天気は良さそうだ｡昼休み,麗にでて見る'富士

山がかすんで見える｡八ヶ岳が,浅間が雲の向うにかす

んで見える｡すぼらしい眺めだ,この分だと明日も天気

は良さそうだ｡

稜線に登って見ると一段とすぼらしい鋤,印加の達

婆が伯か話しがナるように見える｡胸になにかある時･

この眺めに接すると脚のものがスット消えて行く｡

高向植物もあたり-副こ化を開かせている･心のやす

らさを感じつつ夕食の用意に小屋にもとる｡

(白馬村営小屋審)
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チョンギリ　ギッチョ
一億滴のわらべ歌小者(3)　　　　福　沢　武　一

次の唱えは僕の育った上伊那中部のものo

だれかの頭にチンチラポがとまった｡そりよ取りや

坊主o

遊び仲間のだれそれの頭にちょっとしたもののついて

いるのを目にとめる｡猿屑とか木の葉とかいったような

もの｡えたりかしこしと噺し立てる｡それがこの唱えo

ときには面白がって,そっとくっつけてから噺し立てる

｢誰か｣というが, ｢はて自分のことだろうか,他の誰

だろう｣と,とまどうをころから興味がある｡たがいに

頭を眺めあって,お友達の万ならほっとし,自分も一緒

になって挿し立てるo自分だった場合, ｢そりよ取りや

坊主｣といわれようと,いわれまいと,とにかく取らす

櫓はいられないoとり去るまでは噺し立てるのたからず

<･そこえ手がいた升まいいが,あべこべなところ若手さく

りしたりするo益々噺し立てられること必定｡

チンチラ霊, -音調がとびきりいい｡ある語がはじ

めあって,音調を整えるために加工されたoもとの一語

というのは'恐らくはチリ(匪) ｡頭韻をふんでチンチ

リとされた｡よくよくカラなことがカシカラ｡よくよく

軽いさまはカシカルoこの伝｡まこと小さいものをテン

チクリンという, -これも同一構造に相違ない｡更に

観音に変化をもたせ,チンチラが生れた｡求は, ｢もの

｣の憲の京｡一語の佳調に必要欠くべからざる苦がこの

ポo二つのチ音を縫ってンとう昔,これに全然別系統の

ポ音を来電に置くことによって一語は完結する｡一語だ

財で,実はもう噺しているのかこの一語｡

これを取ればなぜ坊主になるのか? ･･････子供の僕は-

ども考えなかった｡考えだしたのは人の子の親となって

からのこと｡いま僕の到達している結論を申せば, -

頓し立てたのは,はじめ｢誰かの顕にチンチラポがとま

った｣の反復だった｡噺し立てられたものはあちらこち

ら手さくりする｡自分自身の頭髪をつまんだりして｡そ

れを見てとって,すかさず萌し続けた, -｢そりょ取

りや坊主｣と｡ ｢それ｣はまちかえられてつままれた頭

髪だった.やがて｢誰かの｣から初まって, ｢坊主｣ま

で'一つづきに唱えられるようになった｡その時, ｢そ

れ｣に当るものは塵に転じていった｡これは,僕自身で

言ったではおかしいが,ありそうなこと,考えられるこ

とだ｡

絞りの諏訪へいくと,いささか変ってくる｡

誰かの頭へチンチタ桜とまった｡そりよ取りや坊主

(有賀氏｢諏訪の民謡｣ )

テンチタはチンテクリンと同じもの｡小さなものの意

様はボに比例する｡これはまたひどく敬ったこと｡上伊

那の場合と共に,文尾は｢坊主になるなよ｣を省略し,

調子のとれたところで切っているoその証明にいささか

遠方の例をひくと,

誰かさんの顕にカシカラ虫がとまった｡それを落す

と坊主になるよ｡ (日本伝承　童謡集成　6請馬)

誰がな頭さケツケラ坊主あがった｡早く取らねと坊

主になるよ｡ (同書　山形)

カンカラ虫は涙五郎虫といい変えられても使われる｡

例は拾われ走らないけれど,一番驚かされるのは,広い

地域にわたって趣向が同一である点. ｢坊主になるよ｣

とは,これは是非とも頭髪に起因しなければならない｡

国の東半分はこの系統｡西国へいくと,

誰々さんの頭には,三年たってもまだ判らんのか｡

(同書　岡山)

誰々ちゃんの頭に蝶々がとまって,去年の春からま

だ落さん｡ (同書　高知)

ここには坊主が影をひそめ,代って｢三年たっても｣

とか, ｢去年の春から｣とか,誇張した表現で気をひく

ことにつとめる｡

誰かさんの頭へトンボがとまった｡ (小山氏｢小県

群民話集｣)　誰かの頭へ鳥が巣くんだ｡小供エジ

ルな｡指でもきずな｡ (同書)

採集例のすくない中で寅重な巣窟の唱え｡ ｢築くんだ

｣は築くったの意か｡エジルは東北信のなまりで,イジ

ル｡ ｢指でも｣は指すらもの意｡藁憩が中々面白い｡万

言が歌声に生かされている点も見落せないoこうした秀

作が各地に多種多様うずもれているはず｡その実証とし

て,膜の現住地更埴市のものを紹介し,各方面の現地採

集をうながす一助としたい｡

誰かさんの頭にトンブリ虫ついているo取れはオポ

になる｡なな取っと｡

トンプリ虫は異風な一語｡小県のトンボに匝緒する｡

オ京は御坊で,坊主と同じもの｡ ｢なな放つと｣は｢取

るな｣の意｡古典に｢な取りを｣とあるその避雷｡北信

一語の特徴語法だ｡この唱えのよさは,こうした点にも

認められる｡正寝なところ,採集したとたん,ほくそえ

んでしまった擬だった｡なお,トンブリ虫の代りに,チ

エンコとチョンチョの形も拾われる｡これは高知の蝶々

を思いあわさせる｡チヨンギリキツチ壬の形もある｡愛

すべき音調｡テンチクリともいわれる｡これは諏訪の例

に近い｡一地区でこのように多数変調を生んでいる｡ま

だまだこのほかにもありそうだ｡　(屋代東高校教諭)
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長野県山岳連盟指導善研修会

針ノ木合宿に参加して

長野県山岳連盟が本年4月に緒成されて以来'始めて

の山行である指導者研修会が, 7月7日から9日まで針

の木岳周辺にて行われた｡

当時は,県下でも伊那谷を中心に猛威を振るっていた梅

雨前線が,本邦を北上したり南下したりして不安定な気

候続きであったか,幸いにも合街中法降られる事なく済

んだ｡とはいえ,当初県下二十山岳団体'80名余りのリ

ーダー級の高大が参加する予定であった本台椿も.蓋を

あげてみたら15山岳団体, 60名の参加者しかなかったと

いう奉実は,やはり水害等による影響のためであるとい

えよう｡特に今回の会話が､岳遵結成以来始めての尊だ

けに非常に残念な撃であった｡

本会椿の有する慧義はいくつかある,私は岳連傘下の

各山岳団体の技術,思想,運営等に関する認識と交流を

深めることが主ではないかと思う｡その点では今回の合

箔は大成功であったと思う,それに何よりも大きな執よ

この合宿を通じて,長野県山岳連盟が結成されたんだと

いう実感を体験した事ではないかと思う｡このことは今

後の高遠発展の大きな礎となるだろう｡

次に合宿の内容についてふれてみよう｡

7日午前9時半に大町駅前へ前記15団体60名の高大が集

令,開会式が行われた｡

昨晩まで降り続いた雨は嘘のように晴れあがり'立って

いるだけでもじっとりと汗ばんでくるむし暑い中を'岳

連会長の吉原リーダーより, ｢今回の合棺は研修会であ

って登山には重点をおいていない｡大沢小屋周辺にベー

スキャンプを劫ナ,晴天ならは計画に従い,荒天ならば

大沢小屋にてデスクワークを行いたい｡この頃は登山人

口が急激に増加してきたが,リーダーの堆加がそれに伴

わず,遭難が相次いで起っており,遭難をなくする為に

ち,インスタントリーダーならぬ真のリーターとなるた

めに,三日間を充分に活用し戚架をあげて欲しい｡最後

まで事故なく元気で活動する事を望む｣旨の挨拶,次い

で地元市役所観光課長,大町山岳博物館長,大町i山の会

会長より敏速挨拶と激励があり,サブリーダーより合滑

車の注意,そして最後に復員の紹介がなされ,開会式を

終j',暗鬼こ大町面差し麺しのバスにて大沢入口に向か

った｡

その日は大沢小屋上部の雪渓の末端あたりに幕営,雪渓

士でアイゼン,ザイル等の基本的な訓練を行なった｡

明けて8日,夫側ま必ずしも良好とは云えす,峠は霧

久　保　田　　　　稔

に包まれて見えなかったが,予定のコースを変更して午

前7時BCを発った｡パーティーは,針の木曜-蓮華岳

マヤクボ一針の木岳,マヤクボの下の雪渓-スバリ岳各

二班の六パーティーで,リーダー,サブリーダーは適当

に本部で決定し,大町山の会員がアドバイザーとして卸

わった｡

午後1時には全員帰馨し, 2時から報告会と自己紹介を

兼ねた懇親会が行われた｡

自己紹介は,やはり山の好きなのはどちらかといえば変

った人が多く愉快であった｡キャンプファイアーを囲み

ながらやればもつと楽しい雰囲気となったと思うo

最終日は,針の木雪渓,大沢,赤沢,マヤクポヘパー

ティーを出す予定であったが,やはり天候がすっきりせ

ず,結局マヤクポの下の雪渓で全員雪上訓練ということ

になった｡時間は予定通り五時出発,六時頃より訓謀を

開始した｡内容はカッティング,グリセード,滑落停止

ジッフェル,コンティニアスでの滑落停止等,また,蟹

所をかえて,岩場の贅り方,救急法等についても研修を

行い,一般の登山者がぽつぽつ姿を見せ始める10時頃議

練を切りあげ,テントの撤収を開始した｡

午後2時パスへ乗車前に閉会式と記念撮影を行い'第-

回合橋を終った｡

技術面についての感じた薄を述べるならは各山岳団体

の間に実力の差が相当見受けられた｡雪に対しては優秀

な力を有するが,岩に対しては弱く,またはその逆であ

るとか,あるいはまだ基礎的な面から訓練をつまねはな

らぬと思われるパーティー等,生活技術'パーティーシ

ップ,リーダーシップ等の面においても同じ諺がいえる

これらの≡勤まこれから大きく発展する余地が大であると

いうことで岳達に課せられた大きな任務であろうo

C大町山の会)

お願い
夏山シーズンの訪れた北アルプスは美しい岩肌を

現わしております｡読者の皆様方の｢山と博物館｣

に対するこ要望,こ批評と投稿をお待ちいたしてお

ります｡

なお資料(山高会機関舐,研究報告等)交換は長

野県大町山岳博物館宛ご送付下さいo

｢山と博物館｣をこ送付申し上げます｡

雪
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八方尾根日帰り豊山は7月2日行なわれた｡昨日まで

降り続いた雨も当日はカラリと晴れ上り,小学生を潰え

た50数名は残雪を輝やかせる白馬三田を眺め楽しい1日

を過したo

山の自然料亭憩書法今年で5回を数える｡東京都下の

中学生200名が参加して行なわれる｡

7月25日'博物館見学,居谷里湿原観察,26日,細野より

黒菱小屋まで観察登山,27日,八万池まで登山,28日婦京

針ノ木日帰り市民登山は7月30日行なわれる｡大町駅

八　方　尾　根　登　山

資　料　寄　頗

N租はe Study No†,5　大阪市立自然科学博物館,四

つはL No∑.4大阪市立蒋気学科館,ふみあとNo7脇和電

工大町工場山岳部,佐賀県文化館の乗　佐賀県文化館,

モンキーNo41日本モンキーセンター, OMCレポート

奥多撃山岳会･まとのゆきNo42積雪科学館,金沢文嘩

研究No66金沢文庫,会報も十5登歩渓流会,わらじNo43

わらじの仲間･山口県の自然No5山口県立山口博物館,

拇火No291-292山小屋クラブ,和の植物　撰内斉,ハ

イカーNo68山と渓谷No268山と渓谷社,自然保護No4

日去自然保護協会'葛城No133別間面会,稜友NolZ

菓京北接しI｣由会'探検No3京大探検部, OMCレポート

No 133奥多撃山岳会,登寧No256-257東京線山岳会,

山嶺No372-374東京野歩路会, IU毛僅林No60広島凪の

会･山No346-347撲ml上席会,京都山岳61-6京鮒山岳

会･廓友No60岳友クラブ,典雅頴の山と谷わらじの仲間

地質ニュースNo8地質調査所･私たちの自然N｡4,5日本

お顔い　本紙の院議と希望の方は1カ年暖薮瀞狐

0円(郵送料とも)を現金書留または郵便合着､

駆使切手で畏野燥大町市､大町山岳博物館あてと

送金下さい｡　　　　　　大町山岳博物館

6時30分の貸切バスで向い大雪渓の涼風にあたりながら

登り針ノ木岳,蓮華岳の頂上に立ち,山の空気を満喫し

ようというもの,会費は200円,申し込みは山岳博物館

公民館,各支所となっております｡

烏願標識調査は連日調査員によって行なわれているo

これは全国10カ所に基点を定め夏鳥の足にカンをはめて

どのような渡りをするか調べるもので,国際的な調査が

行なわれようとしている｡

高紘宮殿下夫妻秩父宮妃殿下は6月15日山岳博物館を

訪れられた｡当日は天族が良く雄大なアルプスの姿が速

く白馬三田まで望まれ,さかんにカメラのシャッターを

切っておられたo
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高松宮廷(左)と秩父宮妃

鳥類保護連弾,館報No5, 1大阪自然科学闇勿館,(敬称略)

6巻7耕土誤表2月

Li下9行　3777m-3776m

3度

缶上6行20oC-12cc　2oc-12°C

右下10行畜一薔

右下7行瓜一爪

山と博物館　籍6巻第8号1961年7月25日発行

発　行　所　長野県大町市TEL(大町)211

大町山岳博物館

割　田　所　　　大町市上中町

何州印刷大町工場
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